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・保
存
活
用
計
画
策
定 

 

平
成
27
年
度
か
ら
２
ヵ
年
に

わ
た
り
、
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
保

存
活
用
計
画
策
定
委
員
会(

伊
藤

清
郎
委
員
長
ほ
か
７
名)

で
検
討

を
重
ね
て
き
た
計
画
が
策
定
に

な
り
、
計
画
書
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。 

 

江
戸
時
代
に
復
興
し
た
お
堂

や
神
社
、
院
坊
屋
敷
地
の
た
た
ず

ま
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
背
後
を
取

り
巻
く
城
館
群
や
境
内
地
の
北

端
近
く
に
あ
る
修
験
の
行
場
跡

な
ど
が
、
か
つ
て
の
慈
恩
寺
境
内

の
姿
を
良
好
に
と
ど
め
て
お
り
、

日
本
の
仏
教
信
仰
の
あ
り
方
を 

『史跡慈恩寺旧境内 

保存活用計画書』目次 
 

１ 保存活用計画策定の沿革と目的 

２ 史跡慈恩寺旧境内の概要 

３ 寒河江の歴史と調査成果 

４ 史跡の価値と構成要素 

５ 現状と課題 

６ 大綱と基本方針 

７ 保存管理 

８ 活用 

９ 整備 

10 運営・体制の整備 

11 施策の実施計画の策定 

12 経過観察と評価 

知
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

し
て
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
慈
恩

寺
旧
境
内
。 

 

こ
れ
ら
価
値
を
持
つ
史
跡
を
適

切
に
守
り
、
有
効
に
活
用
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
書
で
は
、
史
跡

慈
恩
寺
旧
境
内
の
持
つ
本
質
的
価

値
を
示
し
、
そ
の
価
値
を
損
な
う
こ

と
な
く
活
用
し
て
い
く
た
め
の
方

向
性
を
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
史

跡
を
守
り
、
活
か
し
て
い
く
た
め
に

取
り
組
む
保
存
整
備
と
活
用
整
備

の
方
針
も
記
し
て
い
ま
す
。 

 

市
で
は
、
今
後
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
を
日
本

が
誇
る
文
化
遺
産
と
し
て
適
切
に

守
り
、
活
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。 

こ
の
計
画
書
は
、
市
立
図
書
館

や
地
区
公
民
館
な
ど
で
閲
覧
で
き

ま
す
。 

■
今
後
に
つ
い
て 

 

保
存
活
用
計
画
に
盛
り
込
ん
だ

史
跡
と
し
て
の
望
ま
し
い
将
来
像

を
も
と
に
、
整
備
基
本
計
画
を
作

り
ま
す
。 

こ
の
計
画
に
は
、
堂
社
な
ど
の

修
理
、
史
跡
説
明
看
板
の
設
置
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
な
ど
を

位
置
づ
け
て
い
く
予
定
で
す
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
慈
恩
寺
調

査
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

史
跡
の
追
加
指
定
に
向
け
、
慈
恩

寺
の
か
つ
て
の
境
内
地
を
調
査

し
、
そ
の
内
容
の
検
討
を
重
ね
る

も
の
で
す
。 

・史
跡
の
追
加
指
定
に 

向
け
た
調
査 



  

  

 慈恩寺 Times  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 検 索 

 

中
世
慈
恩
寺
の
姿
と
は
？ 

第
８
回
慈
恩
寺
行
事
研
究
会
を
開
催 

イベント案内 

一切経会と舞童帳 

濫觴会 

 始まりを意味する「濫觴(らんじょう)」の名のとお

り、慈恩寺祭礼の始まりの法会です。楽の音と読経

が響き渡る中、本堂の宮殿を開き、本尊を清めます。 

日時：５月４日(木・祝) 午後 8時～ 

場所：慈恩寺本堂 

一切経会 

 一切経(全ての経典)を供養する慈恩寺最大の法会。 

宝蔵院・最上院の出仕、散華(さんげ)・唄(ばい)・梵音

(ぼんのん)・錫杖(しゃくじょう)の「四箇の法要(しかのほう

よう)」に続き、国指定重要無形民俗文化財の舞楽 8 番

が、林家と慈恩寺一山衆により披露されます。 

舞台横の「慈恩寺稚児桜」とともにお楽しみくださ

い。 

舞楽演目：燕歩(えんぶ)、三台(さんだい)、散手(さんじゅ)、

太平楽(たいへいらく)、安摩(あま)、二の舞(に

のまい)、陵王(りょうおう)、納曽利(なそり) 

日時：５月５日(金・祝) 午後 1時３０分～ 

場所：慈恩寺本堂前庭 

「舞童帳」永正 11年(1514)分 

 慈恩寺の一切経会では舞楽が披露されますが、

戦国時代から江戸時代にかけて舞楽の費用負担者

を書きまとめた記録があります。「舞童帳(ぶどうち

ょう)」といいます。 

もとは、慈恩寺の舞楽でも披露されていた稚児

舞に関する負担者名簿で、江戸時代には土地に対

して負担する費用が割り当てられていました。 

 現存する最も古い記録は永正 11 年(1514)の

ものです。舞楽の長い歴史が伝わってきます。 

慈恩寺舞楽の 1 つ「太平楽」 

慈恩寺歴史文化振興室を設置 

 本市教育委員会生涯学習課に、慈恩

寺歴史文化振興室が設置されました。 

寒河江市そして慈恩寺の歴史を守

り、発信し、永く伝えていくことがで

きるよう、より一層努めてまいります。 

 

３
月
４
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
８
回
慈

恩
寺
行
事
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
尊 

12
、
13
世
紀
の
慈
恩
寺

に
つ
い
て
記
録
に
残
る
宗

派
や
堂
舎
、
行
事
な
ど
か

ら
探
っ
て
い
き
、
約
90
名

の
参
加
者
は
改
め
て
慈
恩

寺
の
歴
史
に
関
心
を
示
し

て
い
ま
し
た
。 

慈恩寺を知る 

え
し
て
、「
法
脈
・
伽
藍
・
法
会
か
ら
探
る
慈
恩

寺
開
創
の
実
像
」
と
題
し
、
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

寺
仏
教
文
化
研
究
所
の
菅
野
成
寛
氏
を
お
迎 

せ
い
か
ん 

ほ
う
み
ゃ
く 

が
ら
ん 


